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図１．世界の高齢化率の推移（2010～2060）  

わが国はきわめて高い水準で高齢化率が推移する。  

 

 

 

図２．日本の人口推計（2010～2060）  

わが国の総人口は減少し、特に生産年齢人口の減少は深刻である。  



 

図３．社会保障にかかる費用の将来推計について（2012 年度～2025 年度）  

わが国の医療費、介護費は更なる高騰が予想されている。  

 

 

 

図４．年齢別の医療費・介護費  

 



 

図５．主要な慢性非感染性疾患（NCD：Non-communicable d iseases）  

先進国・途上国などを問わず、世界中で対策の重要性が指摘されている。  

 

 

 

図６．慢性非感染性疾患（NCD：Non-communicable d iseases）の発症経緯  

遺伝素因と、様々な環境要因が長期に亘って複雑に関係し、発症に至る  

 

 



 
図７．慢性非感染性疾患に対する医療の方向性（先制医療）  

発症前に、バイオマーカーで発症予測を行ない、予防的な介入を行なうことで、  

疾患を予防し、健康長寿の実現、医療費高騰の抑制などが期待される  

 

 

 

図８．アルツハイマー型認知症における先制医療イメージ  

MCI より早い段階で、遺伝素因／バイオマーカーに基づく発症予測、  

予防的介入を実施（先制医療）  

 

 



 
図９．胎児期～乳幼児期の環境要因とその後の疾患発症との関係性  

小児疾患、成人疾患の予防を考える上で、胎児期～小児期は重要な時期  

 

 

 

図１０．推進戦略（胎児～小児期に着目した先制医療技術開発）  

 



 

図１１．科学技術と社会実装（胎児～小児期に着目した先制医療）  
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